
 

 

 

 

 

 

 

  

2017年８月24日以来、ミャンマーのラカイン州で

は暴力行為が相次ぎ、バングラデシュへ避難する人びとが

４０万人にのぼり、医療環境が逼迫した状態が続いており

ます。  

日本赤十字社は、国際赤十字・赤新月社連盟を通じて、

巡回診療型ERUを派遣することになり、この度、当該チ

ームの一員としてバングラデシュ難民キャンプで医療支

援活動を行うため、当院から総合診療科（内科）中司 峰生 医師が派遣され

ることになりました。 

以下のとおり出発式を行います。 

記 

 

■出 発 式  ：平成 2９年１１月２０日（月） 9時２０分より 

アトリウムパンジーにて  

 

■派遣先  ：バングラデシュ人民共和国 コックスバザール等 

  

 

■派遣者  ：総合診療科医師 中司 峰生（なかつか みねお）  

   

 

■事業内容 ：国際赤十字・赤新月社連盟を通じて、巡回診療型ERＵの医師

としてバングラデシュの難民キャンプにおいて難民に対する

診療などの医療支援活動を行う。 

 

■派遣期間 ：平成2９年１１月２４日 ～ 平成３０年１月１１日 

 

  どなたでも、ご参加できます。 

連盟 バングラデシュ南部避難民救援事業 

バングラデシュの難民キャンプへ医師を派遣 

 

 

 

がん治療の新しいステージへ 

 

 

 


